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　ロシアによるウクライナ侵攻（2/24）は、平和を願う多くの人びとに大変な衝撃を与えま

した。とりわけ、その中で行われている核兵器の使用の威嚇や原発への攻撃・占拠は、この間、

核軍縮に向けた積み重ねを踏みにじる暴挙です。

　核戦争の危険性が現実性を帯びる情勢にありますが、核保有国を正当化するような核抑止の

論理がつくりだした現状として捉え、今回の対立軸のひとつとなった北大西洋条約機構（ＮＡ

ＴＯ）も含めて、全面的な批判・検証が必要です。そして、これらに対抗する国際的な世論形

成をもって核軍拡の道を阻みつつ、「核なき世界」へと踏み出す人類史的な契機とすべきです。

　ロシア軍によるウクライナ施設の稼働中の原発が史上初めて武力攻撃に遭いました。日本国

内の原発も安全対策上武力攻撃は想定されておらず、対策には限界があります。原子力施設に

対する武力攻撃は、戦時下で文民保護を定めたジュネーブ条約の第１追加議定書第 55条で禁

じられており、ロシアもそれに批准しています。現在、チェルノブイリ原発、ザポリージャ原

発が攻撃・占拠され、さらに核技術研究所が攻撃されるなど原子力関連施設が標的になりまし

た。核惨事につながる可能性は、世界に大きな衝撃を与えるもので許されません。

　原発が武力攻撃されるとは、もともと想定されていません。武力攻撃を受ければ制御不能に

陥り放射性物質の環境放出に至る過酷事故が懸念される事態となります。送電線の切断による

電源喪失や周辺の配管の損傷は、福島第一原発事故同様の事態を誘発するものです。平和時に

おいても事故による環境破壊が懸念される原発は、戦時には当事国に留まらない世界的な環境

破壊と生命の危機を誘発するものです。原発立地地帯での初めての戦争に、私たちは脱原発が

いかに重要かを再認識しました。

　ロシアの暴挙に抗議するとともに、軍の撤退と脱原発社会の実現の重要性を改めて確認しな

ければなりません。（平和フォーラム通達 220215 － 0323）

　当面、４・１６福島原発事故から 11 年さようなら原発首都圏集会に大結集しよう！４月

１６日（土）亀戸中央公園 13：00音楽 13：30集会 14；45デモ出発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　芝崎眞吾
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　『ロシアのウクライナ侵略反対！即時撤

退！改憲発議反対！辺野古新基地建設中止！
「核共有」反対！いのちと暮らしと営業を守

れ！ 3・19 国会議員

会館前行動』が、3月

19 日衆議院議員会館
前で行われた。ロシアの

ウクライナへの軍事侵略

が 3 週間を過ぎウクラ
イナ市民の死傷者は増え、避難民は 325 万

人。その半数が子供たち。これ以上の戦争を

やめ、即刻の停戦を訴えた。

　３月 21 日、代々木公園で、「ウクライナ

に平和を！原発に手をだすな！市民アクショ

ン」行われた。ロシアの

ウクライナ侵略攻撃から

3 週間。被難民は 330

万人そのうち子どもは 150 万

人を超えている。ロシアの今す

ぐ撤退、停戦を訴え、デモ行進
をした。主催は、さようなら原

発、一千万署名市民の会、戦争

をさせない 1000 人委員会。

　昨年の 3月 15 日以来、1年ぶりに開かれ

た 日通労契法 18 条日通雇い止め裁判 ( 八

木一洋裁判長 )。3 月 22 日、11:00 東京高

裁で 2 回目の口

頭弁論があった。

10 時 00 分 か ら

は肌寒い雨の中、

高裁正門前で、裁判の

公正を求めた宣伝行動
に 70 名が集まり、傍聴は抽

選となった。次回は6月2日、

全日通の組合員に対する証人

尋問が行われる。

　3月 23 日東京総行動 ( 全労協 ) が取り組

まれた。日本製鉄本社前でスタート集会が行
われ、JAL 本社前まで、13 か所の省庁と企

業を回る総行動を実施した。経団連前には

200 人が結集して、経営者団体の総本山経

団連に要請行動をした。

期解決」の要請書

を手渡そうと訪れ

ると管理者に静止

させ、要請団の入

場を拒んだ。

　3 月 24 日 JAL 

団交拒否・都労

委第 6 回調査が

開かれた。JAL 被

解雇者労働組合

(JHU) が「団交拒
否」で都労委へ不当労働行為救済を申立てて

いる。JAL 争議は 12 年目を迎え、争議の早

期解決を目指し団体交渉を申し入れるも拒

否。11 月 12 日以降、団交は開催されずに

きた。1月 12 日の団交も前日になり、コロ

　JAL 本社前・天王洲アイルでの行動は、司

会者の挨拶でリレートークは始まった。トー

クの途中では、実行委員会と JHU 山崎書記

長等 6名が、「日本航空逃げるな。争議の早

議員会館前での訴え

宮
川
さ
ん菱山さん

デモ行進

デモ行進

集会場

停戦の訴え

東京高裁

次回は証人尋問（弁護士会

滝沢事務局長

JAL 本社前

東京総行動

東京総行動
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ナを理由に延期、3 月 22

日に事務折衝するも進展は

見せていない。

　JHU が、「JAL 青空チャ

ンネル」が開始されました。

ユーチューブで検索すれば

閲覧できるので、是非観て

下さい。

　ユナイテッド就労行動は、コロナ禍で 3

か月中断していた

が、3 月 26 日、成

田空港第 1 ターミ

ナル 4F「E」ロビー
で行われた。ユナイテッドの不

当解雇に抗し、現職復帰を闘い

続ける千田正信さん、吉良紀子

さんを先頭に所属する全労労

組、支援者が、早期解決、職場

復帰を声をあげた。

　第 159 回市民憲法講座が「東アジアの軍

事的緊張と平和創造」のテーマで開かれた。

3月 24 日の夜、文京区民セン

ターで講師に湯浅一郎さん ( Ｎ

ＰＯ法人ピースデポ代表）を招

いた。主催は、許すな！憲法改

悪・市民連絡会。

　サンケン電気に対する抗議の木曜日行動は

昨年の9月10日から始まった。会社の解散、

精算と組合つぶ

しと闘うサンケ

ン電気労働組合

を支援しようと

毎回多くの支

援者が連帯し

て駆けつけ

る。3 月 31

日も木曜日行動が、東京池袋の商業ビルに入

る東京事務所前で始まった。

　2020 年 3月に結成された「新型コロナ災

害緊急アクション」は、反貧困ネットワーク

が呼びかけ、今も連日「所持金ゼロ円」「何
日も食べていない」といっ

た SOS が届いていると言

う。この２年以上で寄せら

れた SOS は 2000 件近く。

そのうち 83％が住まいを

すでに失った人からのものだ。当事者も支援

者も疲弊する中、機能不全の公助を困窮者支

援の現場から問う集会が 5時間のロングラ

ンで開かれた。

　4月 13 日 12 時、国会前でスタンディン

グをした。昨年（21 年）4 月 13 日、政府

は唐突に福島第一原発の敷地内のタンク貯蔵

処理汚染水の海洋放出方針を決定した。地元

漁業者との約束を一方

的に反故にし、福島の

自治体の 7割が反対、

県民の声を無視するも

のだ。県内では「これ

以上海を汚すな！市民

会議」を結成し、毎月 13日に各地で抗議の

スタンディングに取り組んできた。

　衆議院第 2議員会館前におよそ 150 名が

集まり、手に手にボードと横断幕を掲げ、汚

染水を処理水などとウソをつき、海洋放出を

強行する海洋放出に反対する訴えを行った。

ＪＡＬ不当解雇撤回

支援者

成田現地行動

吉良さん

湯浅さん

サンケン電機池袋行動

サンケン電機池袋行動

集会場

国会前行動
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時代が今も直面している現実です。新自由主

義のもとに競争に勝つのがすべてだ、勝ち組

になれという、社会の雰囲気、価値観にもが

いた姿だと気づくことができました。そこ

からおきている格差と貧困、40％の非正規。

一人の人間としない家族単位、社会保障制度

などがはっきりと分かりました。もがいて生

きている私のような存在でも、しっかりと生

きていける制度にすれば、国籍や性別、高齢

を理由にされることなく、人間として生きて

いけるようになる。勝ち組を目指すのではな

い。多様な生き方が分かる政治に変えます。　

　社会の努力を一気に奪うのが戦争です。ロ

シアによるウクライナ侵略は許せません。戦

争は絶対に止めるべき、これ以上の拡大許さ

ない。世界の人々と連帯します。私たちはか

つての戦争を反省して、今の憲法をつくりま

した。その義務を尊重する国会議員が「武力

による強い国を目指す」言動は許せません。

改憲を目指す姿は誤りです。ジェンダー平等

も持続可能な地球も達成できません。

　人間を大事にする社会を築くために頑張り

ます。皆さん一緒に変えて行きましょう。

　ユニオン平和は、フォーラム平和・人権・
環境に加盟しているユニオンの集合体です。
平和・人権・環境に係わる諸課題の理論 ･情
報・行動を発信していきます。
　加入は、団体、サポーター会員として、個
人単位での加入もお願いしています。
　是非ご参加ください。

団体：一口　１０００円
個人：一口　１０００円
　※団体個人とも、可能な方
　　は複数口お願いします。

※サポーター会員証を発行しています

　第 2回「共同テーブル」大討論集会が、4

月 13 日、東京・田町にある産業振興会館で

行われた。ロシアのウクライナ侵攻は戦争の
惨禍を私たち

に突きつけ

た。ロシア軍

の即時撤退と

停戦を求め

る。その一方

で自民党、維

新などは、「ウ
クライナの明日は台湾」「敵基地攻撃能力」「核

シェリング」を連発して、「憲法改正」の声

を大にしている。更にウクライナ問題をエネ
ルギー不足に歪曲して「原発再稼働」に利用

してきている。いま、参議院選で 1/3 以上

の護憲の議員を送り出すことが必死の条件と

なっている。社民党、新社会党などによる比

例の共同名簿方式が新たな試みになる。その

象徴であるおかざき彩子さん（新社会党）の

訴えを掲載します。

　私はどんなことがあっても、安心して暮ら

して行ける、希望を持てる社会にしようと

思っています。私は 1980 年生まれの 42 歳

です。生きづらく引きこもっていた時期もあ

りました。職安に頼り、仕事を探しても非正

規雇用だけでした。情勢は事務作業、パワハ

ラ、モロハラも経験しまし

た。失業と向き合い続け、

低い賃金は働いている今だ

けでなく、その後の年金も

一生影響を受け続けます。　　

　私が経験したロスジェネ

共同テーブル台討論会

おかざき彩子候補


